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■祭の前に家からパン類を取り除く。 

  （出エジプト 12:15、Ⅰコリント 5:7） 

 

 １  蝋燭の点火 

 

伝統によれば、イスラエル人がエジプ

トから贖われたのは、その時代の敬虔

な女性のゆえでした。その女性は、そ

の時代の義なる男性たちよりもさらに

義人であったというのです。そこで、祭

や安息日にあたって、家庭で蝋燭に

点火するのは、女性の特権なのです。 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム  

アシェル キドゥシャヌ ベミツヴォタヴ  

レハドリク ネル シェル ヨム トヴ 

誉むべきかな宇宙の王なる主なる神。

あなたは我らを律法で聖別し、祭日の

蝋燭を灯すことをお命じになりました。 

子供の祝福 

過越の食事セデルが、子供たちの祝

福で始まるのは興味深いことです。子

供たちは、主の目には大切なもので

あり、決して付属物ではありません。

神の家族の重要部分なのです。だか

ら、イェシュアも様々な機会に小さな

子供たちを招かれたのです。 

 

★子供は前に出て祝福を受ける。 

 

父親が息子たちに次のように言って

祝福します。 

主があなたをエフライムのように、マナ

セのように、その他の偉人たちのよう

にされ、愛と聖と謙遜と力と権威によ

って、心から従順に、我らの主なる神

に忠実に仕えますように。 

そして、同様に娘を祝福します。 主が

あなたを箴言 31章の女性のようにさ

れ、心から純粋に、熱意と気品と美し

さをもってイエスに仕えた女性たちの

ようになりますように。 

そして、アロンの祝福(民数記 6:24-

26)を唱えます。 

 

イヴァレヘハ アドナイ ヴィシュメレハ 

ヤエル アドナイ パナヴェレイハ  

ヴェホネハ  

エッサー アドナイ パナヴェレイハ  

ヴェヤセム レハー シャローム 

主があなたを祝福し、あなたを守られ

ますように。主が御顔をあなたに照ら

し、あなたを恵まれますように。主が御

顔をあなたに向け、あなたに平安を与

えられますように。 
 

 ２  カディシュ 

 

▼最初の杯を満たして下さい。 

【参考】四つの杯の意味 

過越の祭のセデル（儀式的食事）に

おいては、4つの杯が飲まれます。そ

れは古代からの伝統で、神が私たち

の民族に与えられた自由の約束（出

エジプト 6:6-7）の 4つの動詞に対応

すると言われます。 
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それゆえ、イスラエル人に言え。わた

しは主である。わたしはあなたがたを

エジプトの苦役の下から連れ出し（聖

別）、労役から救い出す（救い）。伸ば

した腕と大いなるさばきとによってあな

たがたを贖う（贖い）。わたしはあなた

がたを取ってわたしの民とし（完了）、

わたしはあなたがたの神となる。・・・ 

 

「私は連れ出す」神の目的は贖いであ

り、私たちにとっては聖別です。さらに

神に似たものとなり、完全に神の意思

に従って人生を生きるためなのです。 

 

神がこのペサハの祭を私たちに与え、

贖い主（メシア）によりエジプトの奴隷

状態から解放し、人々への計り知れな

い愛を示し、イェシュアをこの世につ

かわし、私たちを罪の奴隷状態から解

放されたのです。ヘブライ語でエジプ

トを意味する「ミツライム」は、「狭い地」

という意味なのです。 

 

▼杯を持ち上げます 

 

バルーフ アター 

アドナイ エロヘ

イヌ メレフ ハオ

ラム ボレー プリ

ー ハガフェン 

ほむべきかな我

らの主なる神、宇

宙の王。あなたは

ぶどうの実を創造

されました。 

 

●１杯目を飲み干す 

  （残さないようにして下さい） 

 一般的な感謝 

この祝福（祝祷）は、１年を通じて何か

を始める時に唱えられます。たとえば、

祭の始まりや、何かの果物をその年に

初めて食べるとき、新しい家を購入し

て入居する時、新しい服を購入して最

初に着る時などです。 

 

神の言葉は教えています。「いつでも、

すべてのことについて、私たちの主イ

エス・キリストの名によって父なる神に

感謝しなさい。」（エペソ5:20） 

つまり、何でも「当たり前」と考えては

いけないという、この原則はセデルに

も取り入れられています。 

 

バルーフ アター アドナイ エロヘイ

ヌ メレフ ハオラム シェヘハイヌ  

ヴェキマヌ ヴェヒギアヌ  

レズマン ハゼ 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは私たちを生かし、命を保

ってこの季節まで導いて下さいました。 

 

※神への感謝を示すために、賛美と

礼拝の歌を歌っても良いでしょう。 

なお、一般的な式次第では、ここで手

洗いが入りますが、後でも手洗いがあ

るので省略します。 



 4 

 

 ３  カルパス 

 

▼ パセリの皿を持ち上げる 

 

 このパセリはヒソプの象徴です。それ

は、イスラエル人の贖われる夜に、死

の天使から家を守るために家の玄関

の柱に血を塗るために用いられたもの

です。 

 

そして、パセリを塩水に浸します。塩

水は、歴史を通じて流されたユダヤ民

族の涙を象徴します。しかしそれは、

私たちの痛みと苦しみ、罪と恥を負わ

れたイェシュアの犠牲の象徴でもあり

ます（イザヤ 53章）。 

 

ヒソプの一束を取って、鉢の中の血に

浸し、その鉢の中の血をかもいと二本

の門柱につけなさい。朝まで、だれも

家の戸口から外に出てはならない。 

（出エジプト 12:22） 

 

バルーフ アター アドナイ エロヘイ

ヌ メレフ ハオラム ボレー プリー 

ハアダマー 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは地の実を創造されました。 

 

●パセリを塩水に二度ひたしてか

ら食べます。 

 

血を塗ることにより、イスラエルは死の

天使から守られ、神とイスラエルの契

約は確認され（出エジプト 24:8）ました。

それは神の契約の民に対する過去・

現在・未来にわたる忠実を示すもので

す。それはイェシュアを通じて私たち

に及び、私たちは死から命へ、闇から

光へ、絶望から希望へ、悲しみから喜

びへ、希望の無い人生から豊かな人

生へと導いて下さるのです。 

 

イェシュアはユダヤ人にも異邦人にも

過越の小羊（Ⅰコリント 5:7）であり、ま

た、宿営の外で焼かれた罪の犠牲

（ヘブライ 13:11-13）です。彼は神の

小羊であり、エルサレムの門外で私た

ちの罪のために血を流された「苦難の

僕」。それは神のもとに来て、彼をメシ

ア（救い主）として受け入れる全ての

人のためなのです。 

 

イェシュアはまた、私たちの「和解の

犠牲」でもあります。彼が十字架につ

けられた、まさにその時「ペサヒーム 

シェラヌ」つまり、過越のための和解の

犠牲が捧げられていたのです（ヨハネ

18:28）。私たちのための平和（和解）

となられたイェシュアだけが、真の和

解をもたらすことができるのであり、そ

れは彼の尊い血が流されたことによる

のです。（ヨハネ 14:6） 
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 ４  ヤハッツ 

 

▼マッツァ袋を持ち上げる。 

 

さて、ここに３枚のマッツァ（種入れぬ

パン）があります。これは、調和を示す

ものであり、父祖三代を示すものです

が、メシアニック・ビリーバーにとって

は三位一体を示します。 

種入れぬパン（マッツァ）は平らで（そ

れは罪が無いことを示す）、傷がつけ

られており（その打ち傷によって私た

ちは癒された）、そして穴があけられて

（イェシュアが十字架につけられた時

に手と足は釘で刺し貫かれた）います。 

 

▼中央のマッツァを取り出し、二

つに割ります。 

 

これは「苦難

のパン」と呼

ばれます。大

きな方の片を

「アフィコーメ

ン」（デザート

の意味）と呼

び、布に包ん

で隠し、セデルの最後に食べます。 

砕かれたマッツァは私たちのために砕

かれたイェシュアの御体なのです。彼

は自らの意思で私たちの罪のために

苦しんで下さいました。彼は私たちの

罪の代価として下されるべき罰を、愛

のゆえに支払って下さったのです。

（Ⅱコリ 5: 21）神は、罪を知らない方

を、私たちの代わりに罪とされました。

それは、私たちが、この方にあって、

神の義となるためです。） 

 

▼アフィコーメンを司式者へ 

 

司式者のテーブルに集めたアフィコ

ーメンを、袋に入れて部屋のどこかに

隠します。 

 

▼残りのマッツァを元に戻してく

ださい。 

 

アフィコーメンは贖い主の象徴です。

彼は、終わりの時まで、しばらくの間、

ユダヤ人の目から隠されます。時が来

ると、彼らの目のおおいが取り除かれ、

彼らは「彼らは、自分たちが突き刺し

た者、わたしを仰ぎ見…嘆く」のです。 

（ゼカリヤ12:10） 

 

その後、彼は民に迎えられ、世界的な

宣教が起こり、かつて無かったようなリ

バイバルが起こるのです。 

 

 

 

 

※食事の後（１４ページ）、ここで隠し

たアフィコーメンを子供たちが探して

見つけることになります。子供たちが

眠らないために考え出された風習だと

言われています。 
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 ５ マギード 

 

▼杯に二杯目を満たす。 

   （飲むのは物語の後） 

 

これから、セデルの中で「マギード」つ

まり物語と呼ばれている部分に入りま

す。 

数千年にもわたり、ユダヤ人の家族は

毎年この時になると贖いの物語を語っ

て来ました。それは、何世代にもわた

って語り継がれ、全ての子供が自分

の出自を知り、彼らが仕えている神の

性格を知ることができたのです。 

 

私たちはメシアの血と、彼の驚くべき

恵みを通し、信仰によって贖われた者

として、この物語を祝います。 

 

この箇所は、子供たちが主役となるの

で、祭の中でも最も覚えられ、懐かし

いと思われる箇所です。 

 

★小さな子供が質問します。 

 

マ ニシュタナ ハライラ ハゼ ミコル 

ハライロット。 シェバコル ハライロット 

アヌ オフリン ハメツ ウマッツァ  

ハライラ ハゼ クロ マッツァ？ 

シェバコル ハライロット  

アヌ オフリン シェアル イラコット。 

ハライラ ハゼ マロール？ 

 

シェバコル ハライロット エイン  

マトベリン エフルー パアム エハット。 

ライラ ハゼ シェタイ パアミーム？ 

シェバコル ハライロット アヌ  

オフリーム バイン ヨシュビン  

ウベイン ミシュビン。 

ライラ ハゼ クラヌ ミシュビン？ 

 

なぜこの夜は他の夜と違うの？ 
他の夜はいろんなパンも食べるのに、
なぜ今夜は種入れぬパンだけ？ 
他の夜はいろんな野菜を食べるのに、
なぜ今夜は苦菜だけ？ 
他の夜は一度も浸して食べないのに、
なぜ今夜は二度も浸すの？ 
他の夜はどんな姿勢でも良いのに、
なぜ今夜は寄りかかって食べるの？ 
 

★子供は質問後に席に戻る 

 

自由になった者だけが、安心して寄り

かかることができました。奴隷たちは

座って食べるか、立って食べます。イ

スラエル人たちは、エジプトでの最後

の食事も、座るか立って食べました。 

イェシュアは最後の晩餐の時にも、ク

ッションの上に左ひじをついて寄りか

かっていたことでしょう。ヨハナン（ヨハ

ネ）は主の胸に寄りかかっていました

が、イェシュアが「あなた方のうちの一

人が私を裏切るであろう」と言われた

ので、小声で「それは誰ですか」と聞

きました。 

 

さて、４つの質問「マ ニシュタナ」がな

されると、私たちは答えます。 

それは、私たちがエジプトでファラオ

の奴隷だったからです。しかし私たち
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の主なる神はその地から私たちを連

れ出されました。主の強い手を伸べて、

主の強い力によって。 

そして、ほむべきお方である主が、そ

の時の私たちの祖先を救われなかっ

たら、私たちも、私たちの子供たちも、

祖先の子供たちも、今の私たちのよう

に自由ではなく、まだ奴隷だったこと

でしょう。私たちはまだエジプトで働い

ていたでしょう。救いをお与えになる

神に感謝！ 
 

主の解放の御業を語るのは、私たち

の義務、喜び、そして特権です。神の

愛を思うことは何と栄光に満ちている

でしょう。「この方を受け入れた人々に

は、神の子どもとされる特権をお与え

になり」（ヨハネ 1:12）、ましたが、それ

は「行いによるのではありません。だれ

も誇ることのないためです。」（エペソ

2:9） 
 

イェシュアが「エジプト」の束縛と隷属

から、罪の奴隷の状態から解放してく

ださったことを、私たちは覚えます。そ

れは誰にも不可能なことでした。だか

ら彼だけが、栄光と名誉と威光にふさ

わしいお方であり、私たちは自分を生

きた供え物として彼を礼拝するのです。

私たちが捧げることができる最も大き

なものでさえも、彼にふさわしい代価

には及びません。 

 

【参考】４人の息子 

ここでは、父は知恵により、また、それ

ぞれの子供の性格に応じて質問の形

を変え、それぞれの子供が適切に学

ぶことができるようにします。 

 

賢い子供（ハハム）は家族の礼拝に自

分も参加し、これらの律法は私たちに

とって何なのかと聞きます。その子供

は細かいことに注意しますが、伝統に

とらわれて神との関係を見失い、恵み

ではなく行いに頼る可能性があります。 

 

悪い子供（ラシャ）は、父と家族が信じ

て認めている救いと自分は無関係だ

と考えます。その子供は、高慢と反抗

心で行動します。 

 

単純な子供（タム）は素朴で、知らな

いで話します。そういう子供は率直に

はっきり説明しなければなりません。

「タム」は「完全無欠」という意味。イェ

シュアがナタナエルについて「これこ

そ、ほんとうのイスラエル人だ。彼のう

ちには偽りがない」（ヨハネ 1:47）と言

われたのは、そういう人のことです。 

 

質問できない子供（シェ アニヨ ヨデ

ヤ リシュオル）は、まだ幼な過ぎるの

か、恥ずかしがっているのか、怖がっ

ているかのいずれかです。 
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隷属から贖いへ 

 

我々の父祖たちはわずか 70人でエ

ジプトに行きました（申命記 10:22）が、

そこで大きな民族（申命記 26:5）となり

ました。しかしエジプト人たちは私たち

をひどく扱い、重い圧迫を加えた（申

命記 26:6）のです。 

 

時代を経てエジプトの王が変わり、イ

スラエルの子らは圧迫にうめきました。

彼らの叫びは神のもとに届いた（出エ

ジプト 2:23）のです。 

「私たちが、私たちの父祖の神、主に

叫びますと、主は私たちの声を聞き、

私たちの窮状と労苦と圧迫をご覧に

なりました。」（申命記26:7） 

「神は彼らの嘆きを聞かれ、アブラハ

ム、イサク、ヤコブとの契約を思い起こ

された。」（出エジプト2:24） 

神は民の状態を見てあわれみを感じ

られました。レビ人モーセはエジプト

の王子の養子になりましたが、自分の

民の重荷を見たのです。 

 

怒ったモーセは、イスラエル人の奴隷

を撃っている奴隷使いを殺しました。 

その後、彼はイスラエル人と争ってい

るイスラエル人を見て、とがめたところ

「だれがあなたを私たちのつかさやさ

ばきつかさにしたのか。あなたはエジ

プト人を殺したように、私も殺そうと言う

のか」と言われました。そこで、モーセ

は恐れてミデアンの地に逃れました。

（出エジプト 2:11-15） 

しかし「だれがあなたを…さばきつかさ

にしたのか」という質問に、燃える柴の

所でモーセに現れた神はお答えにな

りました。 

 

この柴はイバラとも訳せます。イスラエ

ル人の救いにはイバラが関係してい

ますが、血の犠牲で全世界の救いを

もたらしたイェシュアもまた、イバラの

冠を与えられました。この両方の例で、

神はご自分の民に対する不断のあわ

れみと見守りを宣言されています。 

 

私たちの神は、イスラエルだけでなく

全ての民族を心にかけておられること

をよく理解しておくべきです。「在留異

国人を苦しめてはならない。しいたげ

てはならない。あなたがたも、かつて

はエジプトの国で、在留異国人であっ

たからである。」（出エジプト22:21） 

 

しかし、皮肉なことに第二神殿の破壊

の後でユダヤ民族はたえず迫害され、

離散した先の外国で異国人としてひ

どい扱いを受け、利用し、破滅させる

べき放浪者と見なされました。しかし、

サタンにとっては残念なことに、神は

選民が滅ぶ事を許されず、かえって

栄えさせられたのです。プリムの時代

からホロコーストまで、1948年の現代

イスラエル建国から現在に至るまで、

ユダヤ民族は「まどろむこともなく、眠

ることもない」いと高き主権者の力によ

り、生き延びて来たのです。 
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十の災い 

さて、聖書は敵に対する同情心を教

えています。ですから、エジプトを苦し

めた災害について語られる時、新しく

注がれた「感謝の杯」から１滴ずつ「災

害の皿」にこぼすことにします。 

 

こうして、私たちが杯から飲む時も、フ

ァラオの頑迷により苦しみを余儀なくさ

れたエジプト人たちのために悲しみ、

救いの喜びを少し減らすのです。 

主がエジプトの地に住むエジプト人に

もたらされた災いは次の通りです。 

 

▼ヘブライ語で災いの名前を唱え、

１滴ずつワインを皿に落とす。 

（スプーンを使う） 

 

1. 血   ダム 

2. 蛙   ツファルダイア 

3. ぶよ  キンニーム 

4. あぶ  アローヴ 

5. 疫病  ダイヴァイ 

6. 腫れ物 シュキーム 

7. 雹  バラド 

8. いなご アルベイ 

9. やみ ホシェフ 

10. 長子の死 マッカト ベホロット 

 

 

 

 

 

 

ヤム スーフ 紅海 

エジプトからイスラエルを追って来た

ファラオの戦車、馬、全軍は紅海の中

で止められ、海で溺れました。 

「イスラエルは主がエジプトに行われ

たこの大いなる御力を見たので、民は

主を恐れ、主とそのしもべモーセを信

じた。」（出エジプト14:31） 

 

ハガダーの中でモーセが出てくるの

はここだけです。なぜでしょうか。それ

は、人間的なものではなく、神による

救いが強調されているからです。神だ

けが、私たちを罪の奴隷状態から解

放できるのです。 

そこで私たちは宣言します: 

 

ダイエヌ♪ 

「それで私たちには十分でした」！ 
 

エジプトから連れ出していただけばそ

れで十分でした。 

エジプト人を裁いていただけば、それ

で十分でした。 

彼らの偶像を壊していただけば、それ

で十分でした。 

彼らの長子を殺していただけば、それ

で十分でした。 

彼らの財産をもらえば、それで十分で

した。 

海を割り、その中を行ければ、それで

十分でした。 

敵を海の深みに沈めていただけば、

それで十分でした。 
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４０年間の必要を満たしていただけば、

それで十分でした。 

荒野でマナをいただけば、それで十

分でした。 

力を回復するための安息日をいただ

けば、それで十分でした。 

シナイ山で御声を聞ければ、それで

十分でした。 

私たちを導くトーラーをいただけば、

それで十分でした。 

神の住まいである幕屋を建てられれ

ば、それで十分でした。 

約束の地に導いていただけば、それ

で十分でした。 

神殿の建設を許可され、奉献できれ

ば、それで十分でした。 
 

そして、私たちの罪のための贖いをし

ていただけば、それで十分でした。 
 

●一同でダイエヌを歌いましょう。 

 

【ダイエヌ 歌詞】 

イルホツィ ホツィアヌ 

ホツィアヌ ミミツライム 

ホツィアヌ ミミツライム 

ダイエヌ 

ダイダイエヌ ダイダイエヌ 

ダイダイエヌ  

ダイエヌ ダイエヌ 

（ダイエヌ） 

エジプトの地から 大いなる御手

もて解放された ダイエヌ 

ダイダイエヌ ダイダイエヌ 

主の恵みは 私に足れり 

（ダイエヌ） 

感謝（救い）の杯 - （２杯目） 

 

▼感謝の杯を持ち上げます。 

 

主よ、感謝します。あなたを賛美し、栄

光を帰し、ほめたたえます。あなただ

けが賛美にふさわしいお方、全能の

神、宇宙の王です。全てのものはあな

たによって創造され、あなたによって

我らのメシア・イェシュアの尊い血によ

って救いに導かれるのです。あなたは

私たちを： 

奴隷から自由へ 悲しみから喜びへ 

嘆きから踊りへ  闇から光へ 

隷属から贖いへ 移して下さいました。 

ハレルヤ！ 

 

主よ、ペサハに感謝します。私たちは

ここに救いの奇跡と、あなたの尊い血

による罪の赦しを祝います。あなたは

私たちを奴隷状態から解放し、あなた

が定められたように、栄光から栄光へ

と変えられるのです。 

 

バルーフ アター 

アドナイ エロヘイ

ヌ メレフ ハオラム 

ボレー プリー ハ

ガフェン 

ほむべきかな我ら

の主なる神、宇宙

の王。あなたはぶ

どうの実を創造され

ました。 

●感謝の杯（２杯目）を飲み干し

ます。 
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象徴的食品の説明 
 

【１】砕かれない小羊の骨（ズロア） 

聖書時代、過越の祭に小羊を食べる

ことが出来たのは、エルサレムだけで

した。それは、過越しの小羊は、神殿

で屠殺されなければならなかったから

です。そこで、エルサレムの神殿が破

壊されると、小羊は過越の食事に用い

られなくなってしまいました。 

なお、セファラディ（西方系ユダヤ人）

の一部は、過越の祭の食事に小羊の

肉を食べる風習を持っています。 

一般的には、小羊のすねの焼いた骨

を見て、過越の小羊を記念します。 

★骨は食用ではありませんので、絶

対に食べないで下さい！！ 

 

【２】焼いた卵（ハグイガ / ベイツァー） 

オーブンで焼いた卵、あるいは固ゆで

の卵は、私たちが嘆いている破壊され

た神殿とを示します。しかし、イェシュ

アを知り、彼に従う私たちは聖霊（ル

アハ・ハコデシュ）を受けており、私た

ちの体が聖なる汚されない神殿なの

です。 

 

【３】苦菜（マロール） 

苦菜は、エジプト人のもとでイスラエル

人が体験した苦い奴隷の経験を思わ

せるものです。私たちもまた、罪の奴

隷でありましたが、イェシュアが私たち

を自由にしたことを覚えます。 

一般的には、西洋わさびが使われま

すが日本の場合は大根おろしにわさ

びを入れて用います。 

 

【４】リンゴ、蜂蜜、ナッツなどの甘い混

ぜ物（ハロセット） 

この混ぜ物は、イスラエル人がファラ

オのピラミッドを建てる時に使ったレン

ガと泥、そして奴隷の苦難を思い出さ

せるものです。 

しかし、その苦しみは、その中に混ぜ

られた甘いもの（ハチミツ）で和らげら

れます。それは、「乳と蜜の流れる国」

の約束です。 

 

【５】パセリ（カルパス） 

パセリを塩水に浸して食べる時、エジ

プト人に酷使されていた頃のイスラエ

ル人の苦役を思い出します。だから、

私たちは主を賛美するのです。 

 

【６】レタスの一種（ハゼレット） 

伝統によっては、別のタイプの苦菜と

してハゼレットが加えられ、セデル皿

に６種類のものが置かれます。 

 

【マッツァ】 

エジプトからのイスラエルの救いがあ

まりにも早く来たことを記念するもので

す。エジプト人は急いで彼らを追い出

したので、彼らは生地をパン種で醗酵

させてふくらませる時間がありません

でした。（出エジプト 12:33-34;49) 

現在では機械焼きの四角いマッツァ

が主流です。 
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 ６ ラハッツ - 手を洗う 

 

僕としての働きをするため、イェシュア

は立ち、腰にタオルを巻いて水を汲

み、弟子たちの足を洗われて、それを

タオルで拭き、再び席につかれた。そ

して言われた。「あなたがたはわたしを

先生とも主とも呼んでいます。あなた

がたがそう言うのはよい。わたしはそ

のような者だからです。それで、主で

あり師であるこのわたしが、あなたがた

の足を洗ったのですから、あなたがた

もまた互いに足を洗い合うべきです。」

（ヨハネ 13:13-14） 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム  

アシェル キドゥシャヌ ベミツヴォタヴ  

ヴェツィヴァヌ アル ネテラット  

ヤダイム 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは律法で私たちを清め、手

を洗うことをお命じになりました。 

 

主は私たちは清められましたが、それ

は他の人々に仕えるためなのです。 

 

●フィンガーボールを使って、各

自が手を洗う。 

イェシュアの教えに従い、互いに

手を洗い合うようにしましょう。 

 

 ７ マッツァ 

 

 食前の祝福 

 

ここで、日々のパンへの感謝と、苦難

のパンへの感謝を唱えます。 

 

最も上にあるマッツァと、最も下にある

マッツァは、荒野にあってイスラエル

人の身体の健康を保ったマナを、また

私たちが食べる日々の食物を思わせ

るものです。このマナは、詩篇(78:25)

の記者によると、天使たちの食べ物だ

とされます。 

 

それでも『人はパンだけで生きるので

はなく、神の口から出る一つ一つのこ

とばによる』のです。 

ですから、私たちの肉体を保つ肉の

食物と共に、私たちは「生きたパン」を

食べなければなりません。それは「言

葉が肉になった」ものであり、それによ

って私たちが霊的にも肉体的にも生き

ることができるのです。 

 

▼上のマッツァを取り出し、各テ

ーブルで回す。 

 

●全員が上のマッツァから１片を

取ります。（ここではまだ食べま

せん。） 

 

 

 



 13 

▼中のマッツァの残りの半分も、

同様にします。 

 

全員が、我らのメシア・イェシュアを象

徴する中央のマッツァ（苦難のパン）

の１片を取りました。私たちが霊的にも

肉体的にも栄養を与えられた時、私た

ちは真に「地の塩」になるのです。 

 

私たちはまた、神と民の間の塩の契約

を覚えます。「それは、主の前にあっ

て、あなたとあなたの子孫に対する永

遠の塩の契約となる。」（民数記

18:19） 

 

ここで２つの祝福が唱えられます。 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム  

ハモツィー レヘム ミン ハアレツ 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは地からパンを出されまし

た。 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム アシェ

ル 

キドシャヌ ベミツヴォタヴ  

ヴェツィヴァヌ アル アヒーラト 

マッツァ 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは種入れぬパンを食べる

律法によって、我らを聖別されました。 

 

●全員でマッツァを食べます。 

 

 ８ マロール 苦菜 

 

「その夜、その肉を食べる。すなわち、

それを火に焼いて、種を入れないパ

ンと苦菜を添えて食べなければならな

い。」（出エジプト記 12:8）と定められ

た通り、苦菜を食べます。 

 

苦菜は奴隷状態の苦しみを象徴する、

ものとされます。 

 

▼テーブルリーダーは、マロール

（苦菜／大根おろし）の皿を持ち

上げます。 

 

それから、祝祷を唱えます。 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム  

アシェル キドシャヌ ベミツヴォタヴ  

ヴェツィヴァヌ アル アヒーラト  

マロール 

 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたは苦菜を食べる律法によっ

て、我らを聖別されました。 

 

●全員がスプーンでマロールを少

しずつ皿に取って下さい。次に、

その半分を一緒に食べましょう。 

 

（残りの半分は、次のコレイク 

 のために取っておきます。） 
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 ９ コレイク サンドイッチ 

 

ラビ・ヒレル（紀元１０年に死去した高

名なラビ）がサンドイッチを発明しまし

た。それはマッツァ、苦菜、小羊を組

み合わせたもので、一般に「ソップ」と

呼ばれました。 

出エジプト記 12:8には、小羊の肉を

焼いて、種を入れないパンと苦菜を

「添えて」食べなければならないという

記述があるため、ラビ・ヒレルは苦菜と

過越の小羊をマッツァにサンドイッチ

にして食べることを考案しました。 

 

▼ハロセット（甘い混ぜ物）と、

最下段のマッツァとを回す。 

（祝福は唱えません。） 

 

●ハロセットと、さきほど残した

マロールと共に、マッツァに挟み

サンドイッチにして食べます。 

 

さて、弟子たちが最後に過越の小羊

を食べた時、イスカリオテのユダは同

席していませんでした。また、イェシュ

アが食事の後で配ったアフィコーメン

と、祝福と贖いの杯（３杯目）も口にし

ませんでした。 

イスカリオテのユダは、ゲッセマネのイ

ェシュアの所に同行した神殿の役人

たちと共に過越の小羊を食べることに

していたのかもしれません。 

 

 １０  シュルハン・オレイフ  

 

ここで食事となります。 

 

 

 

 

 

 

 

★食事の後で必要なものは、ワイング

ラスとアフィコーメンだけです。 

象徴的食品は、全て食べていただく

か、どこかに片付けて下さい。 

小羊の骨は食べないで下さい。 

 

 １１ ツァフォーン  

 

★子供がアフィコーメンを探して

見つけ、包みの布と共に、司式者

の前に置きます。 
 

普通は、アフィコーメンを見つけた子

供に父が何かプレゼントをあげます。 

メシアニック・ジューの中には、これが

預言的意味を持っているという人々も

います。メシアがイスラエルの子らの

目から 2000年にわたって隠されてい

るからです。しかしこのアフィコーメン

のように、彼らはメシアを見つけ、父は

彼らに永遠の命を与えられます。彼ら

が早くメシアを発見するように祈りまし

ょう。 
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▼第３の杯、祝福と贖いの杯にワ

インを満たします。 

 

【参考】 

この部分が、聖餐式の起源となってい

ます。私たちはこれから、ワインとマッ

ツァ（種入れぬパン）を食べますが、そ

れは、イェシュアの身体と、血を象徴

しているのです。 

 

バルーフ ハゲヴェル アシェル イヴ

タフ ヴェアドナイ ヴェハヤ アドナイ 

ミヴタホ． アドナイ オズ レアンモ 

イテン アドナイ イヴァエレフ エト 

アンモ ハシャローム 

主を尋ね求める者は、良いものに何

一つ欠けることはない。幸いなことよ。

主に信頼する人は。主は、ご自身の

民に力をお与えになる。主は、平安を

もって、ご自身の民を祝福される。（詩

篇34:10; 40:4; 29:11） 

 

▼ 各テーブルに包んで置いてあっ

たアフィコーメンを包みから出し

て取り上げます。 

 

主イエスは、渡される夜、パンをとり、

感謝してこれを裂かれました。 

 

ほむべきかな父なる神、あなたは御民

イスラエルに贖い主を送ると約束され

ました。それは罪と不義を終わらせ、

贖い主であり救い主であるイェシュア・

メシアを通して永遠の義を与え、和解

をもたらすためです。 

主よ、あなたがイェシュアを送られたこ

とを感謝します。彼はマッツァを割り

（アフィコーメンを割り）、弟子たちに渡

して言われました。 

 

▼マッツァをテーブルの周りの人

に回す。 

 

「これはあなたがたのための、わたし

のからだである。わたしを記念するた

め、このように行いなさい」。 （マルコ

14:22） 

 

●全員、アフィコーメンを食べる。 

 

 

 

 １２ バレフ（祝福） 

 

▼第３の杯を取る 

 

イェシュアは言われま

した。「ただ、言ってお

きます。わたしの父の

御国で、あなたがたと

新しく飲むその日まで

は、わたしはもはや、

ぶどうの実で造った物

を飲むことはありませ

ん。」（マタイ 26:29） 

 

 

バルーフ アター アドナイ  

エロヘイヌ メレフ ハオラム ボレー  

プリー ハガフェン 
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ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたはぶどうの実を創造されま

した。 

 

ゼイ ダミー ダム ハブリット  

ハハダシャー ハニシュパハ  

ベアド ラビーム 

「これは、わたしの契約の血です。罪

を赦すために多くの人のために流さ

れるものです。」（マタイ26:28） 

 

● ３杯目を飲み干す 

 

アフィコーメンをいただいたので、私た

ちはイェシュアを覚えます。彼はアル

パでありオメガです。昔いまし、今いま

し、後に来られる方、昨日も今日も、

永遠に変わることのないお方です。 

 

イェシュアと弟子たちが食事を食べ終

わると、ケデロンの谷の向こうに行か

れました。その時、彼らはハレルを歌

いながら行かれたのです。 

 

 １３ ハレル  賛美 

 

詩篇 113-118は、別名「ハレル」と呼

ばれ、過越の小羊が屠られる時、神

殿で歌われました。ですから、「私たち

の過越の小羊キリストが、すでにほふ

られた」（Ⅰコリント 5:7）ので、喜んで

神を賛美し、感謝するのです。 

 

 

●詩篇 113-118のうちから、２つ

の篇を選び、朗読または吟唱する。

（今回は交読で） 

 

詩篇 113交読 

 

1ハレルヤ。主のしもべたちよ。ほめた

たえよ。 

主の御名をほめたたえよ。 

2今よりとこしえまで、 

主の御名はほめられよ。 

3日の上る所から沈む所まで、 

主の御名がほめたたえられるように。 

4 主はすべての国々の上に高くいまし、 

その栄光は天の上にある。 

5-6だれが、われらの神、【主】のよう

であろうか。 

主は高い御位に座し、 

身を低くして天と地をご覧になる。 

7主は、弱い者をちりから起こし、 

貧しい人をあくたから引き上げ、 

8彼らを、君主たちとともに、 

御民の君主たちとともに、王座に着

かせられる。 

9主は子を産まない女を、 

子をもって喜ぶ母として家に住まわせ

る。 ハレルヤ。 

 

イェシュアはユダヤ人たちが祝う祭の

時に、多くの業をなされ、また様々な

言葉を語られました。 
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詩篇 117 交読 

 

1 すべての国々よ。主をほめたたえよ。 

すべての民よ。主をほめ歌え。 

2その恵みは私たちに大きく、 

主のまことはとこしえに。ハレルヤ。 

 

イスラエルの歌２０ 

 ハレル エト アドナイ コルゴイーム 

 シャベ フーフー コルハ ウミーム 

 キガヴァル アレイヌ ハスド 

 ヴェエメット アドナイ レオラム 

 ハレル ハレルヤ ×３ ハレルヤ 

 

詩篇 118 交読 

 

1 主に感謝せよ。主はまことにいつく

しみ深い。 

その恵みはとこしえまで。 

2 さあ。イスラエルよ、言え。 

「主の恵みはとこしえまで」と。 

3 さあ。アロンの家よ、言え。 

「主の恵みはとこしえまで」と。 

4 さあ。主を恐れる者たちよ、言え。 

「主の恵みはとこしえまで」と。 

5苦しみのうちから、私は主を呼び求

めた。 

主は、私に答えて、私を広い所に置

かれた。 

6主は私の味方。私は恐れない。 

人は、私に何ができよう。 

7 主は、私を助けてくださる私の味方。 

私は、私を憎む者をものともしない。 

8主に身を避けることは、 

人に信頼するよりもよい。 

9主に身を避けることは、 

君主たちに信頼するよりもよい。 

10すべての国々が私を取り囲んだ。 

確かに私は主の御名によって、彼ら

を断ち切ろう。 

11彼らは私を取り囲んだ。まことに、

私を取り囲んだ。 

確かに私は主の御名によって、彼ら

を断ち切ろう。 

12 彼らは蜂のように、私を取り囲んだ。 

しかし、彼らはいばらの火のように消

された。 

確かに私は主の御名によって、彼ら

を断ち切ろう。 

13おまえは、私をひどく押して倒そう

としたが、 

主が私を助けられた。 

14 主は、私の力であり、ほめ歌である。 

主は、私の救いとなられた。 

15喜びと救いの声は、正しい者の幕

屋のうちにある。 

主の右の手は力ある働きをする。 

16主の右の手は高く上げられ、 

主の右の手は力ある働きをする。 

17私は死ぬことなく、かえって生き、 

そして主のみわざを語り告げよう。 

18主は私をきびしく懲らしめられた。 

しかし、私を死に渡されなかった。 

19義の門よ。私のために開け。 

私はそこから入り、主に感謝しよう。 

20 これこそ主の門。 

正しい者たちはこれより入る。 

21私はあなたに感謝します。 

あなたが私に答えられ、 

私の救いとなられたからです。 
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22家を建てる者たちの捨てた石。 

それが礎の石になった。 

23 これは主のなさったことだ。 

私たちの目には不思議なことである。 

24 これは、主が設けられた日である。 

この日を楽しみ喜ぼう。 

25ああ、主よ。どうぞ救ってください。 

ああ、主よ。どうぞ栄えさせてください。 

26主の御名によって来る人に、祝福

があるように。 

私たちは主の家から、あなたがたを

祝福した。 

27主は神であられ、私たちに光を与

えられた。 

枝をもって、祭りの行列を組め。 

祭壇の角のところまで。 

28あなたは、私の神。私はあなたに

感謝します。 

あなたは私の神、私はあなたをあが

めます。 

29主に感謝せよ。主はまことにいつく

しみ深い。 

その恵みはとこしえまで。 

 

■完了の杯 － 第４の杯 

 

▼４杯目の杯を満たす 

 

カルバリーの丘で贖

いは成就しました。

イスカリオテのユダ

が神殿の警備隊と、

護衛のローマ兵士と

共に現れたのです。

ユダは接吻でイェシ

ュアを裏切りました。

イェシュアが聖なる神の名（「私はそれ

です」ヨハネ 18:5-6）を唱えると彼らは

みな、地に倒れたのです。イェシュア

は天使の軍団に命じてご自分を守り、

逃げることもできたのですが、彼は自

ら逮捕され、縄を受け、尋問されたの

です。 

そして、大祭司の指示により、彼は翌

日にポンテオ・ピラトの前に引き出され

ました。ピラトはイェシュアが無罪であ

ると宣言したのですが、人々に責め立

てられ、イェシュアを罪人として十字架

につけさせてしまったのです。 

 

十字架上でイェシュアは「わたしは渇

く」と叫びました。そこで私たちを罪か

ら清めるイェシュアの血（Ⅰヨハネ1:7）

を連想させるヒソプの枝を使って、海

綿に酸いぶどう酒を含ませて、イェシ

ュアの口元に差し出されたのです。 

「神の国が来るまでは、ぶどうの実から

造ったものを飲まない」と言われたイェ

シュアは、この時にぶどう酒を受けら

れました。 

つまり、彼の贖いの業は完了したので

す。そして彼は「完了した」（ヨハネ

19:30）と言われました。そして、頭をた

れて、父に霊をお渡しになったのです。 

イェシュアは息をひきとられました。安

息日の主は、安息日に休まれたので

す。そして三日目に彼は死人の中か

ら復活されました。彼は今も生き、支

配しておられる栄光の主なのです。 

 

※この部分は、本書の編者であるロジ

ャー・レンク師独特の解釈です。 
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▼第４の杯を持ち上げる 

 

「あなたがたを私の民とし、私はあなた

がたの神となる」 

 

バルーフ アター アドナイ エロヘイ

ヌ メレフ ハオラム ボレー プリー 

ハガフェン 

ほむべきかな我らの主なる神、宇宙の

王。あなたはぶどうの実を創造されま

した。 
 

●４杯目を飲む 

 

 １４ ニルツァ 

 

エリヤの杯（第５の杯） 
 

司式者は第５の杯を満たす。 

（特に上等の杯を用意しても良い。 

                この杯は飲みません。） 
 

エリヤが来てメシア来臨とイスラエル

の復興を告げる（マラキ 4:5）という信

仰にもとづき、過越の祭に全てのユダ

ヤ人の家庭にエリヤが来るという伝説

が広がりました。 

そこで各家庭ではエリヤのために椅

子を用意し、ここで戸を開けます。そし

て子供たちは、エリヤの杯が減るかど

うかを調べるのです。 
 

★子供は戸を開け、杯を見る。 
 

イェシュアは私たちの心の扉の前に

立ち、私たちを招いておられます。

「だれでも、わたしの声を聞いて戸を

あけるなら、わたしは、彼のところに入

って、彼とともに食事をし、彼もわたし

とともに食事をする。」（黙示録 3:20） 

 

私たちは信仰によってあなたに心の

扉を開けます。主よ、私たちはあなた

を私たちの心に招き入れ、あなたが私

達の生活のあらゆる部分を支配される

よう願います。主よ、私たちをあなたに

熱心なものとして下さい。「熱くもなく、

冷たくもない」者とならないように。 

 

約束どおりにあなたの霊を私たちの上

に注いで下さい。預言者ヨエルが「あ

なたがたの息子や娘は預言し、青年

は幻を見、老人は夢を見る。」（ヨエル

2:28）と預言したように。 

 

●全員で唱和します。 

 

ラシャナ ハバー  
ビルシャライーム！ 
来年こそはエルサレムで！ 
 

============================= 

本セデルはメシアニック・ジュー（イエ

スを信じるユダヤ人）によって作成さ

れていますので、「イエス」ではなく、

ヘブライ名の「イェシュア」が使われて

います。 

 

記号の意味 

   ▼ テーブルリーダーの動作 

   ●全員の動作  

   ★子供の動作 
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